


【教育長あいさつ】 
 名取市は、県内でも数多くの文化財がある所として知られており、

特に東北地方最大規模の古墳として著名な雷神山古墳をはじめとす

る古墳文化や、本宮・新宮・那智の熊野三社を中心とした熊野信仰に

関係する文化財等に大きな特色があります。東日本大震災では、残念

ながらこれらの文化財の中にも大きな被害を受けたものもあります。 
昨年は震災のため開催できませんでしたが、例年 11 月頃に開催し

てきました「ふるさと名取の歴史展」は、今回で 14 回目を迎えまし

た。今回の展示は、平成 22 年度に開催した歴史展の後編として、「近

年の発掘調査 2 －見えてきた新たな歴史－」と題し、平安時代以降

の発掘調査成果を中心に、出土品や写真パネルなどを通じてご紹介い

たします。市内には各時代にわたる多くの遺跡がありますが、遺跡は

地中に埋まっているものが多いため、私達の身近にありながらも、普

段の生活の中で直接目にしたり触れたりする機会はあまり多くあり

ません。この展示を通じて多くの皆様に郷土の歴史の一端に触れて頂

き、これまで以上に興味や関心をもって頂ければ幸いです。また、震

災で被害を受けたり、失われてしまったりした文化財の状況などにつ

いても、併せてご紹介いたします。 
 おわりに、今回の歴史展の開催にあたりまして、ご協力頂きました

関係機関の皆様に対しまして厚く御礼申し上げます。 
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②【近年の発掘調査】 

これまで市内では、昭和 40 年代頃から多くの発掘調査が行なわれ

ており、様々な遺構や遺物が見つかっています。 近年の発掘調査で

は、平成 13 年度～15 年度に愛
めで

島
しま

地区で住宅地を造る工事に先立って

行なわれた調査と、平成 16 年度～20 年度に仙台空港鉄道や住宅地を

造る工事に先立って下増田地区を中心に行なわれた調査が大規模な

もので、多くの新しい発見がありました。前回の展示会と同様に、こ

の2カ所の発掘調査で得られた成果を中心にご紹介しますが、今回は、 

平安時代以降のものを中心にご紹介いたします。 

 





③【時代の流れと主な出来事】 

調査の成果を紹介する前に、ここで紹介する発掘調査で分かったこ

とや見つかったものが、いつ頃のものなのかをイメージして頂けるよ

うに、これまでの時の流れや主な出来事などについて見てみましょう。

この後、皆様に紹介するものが、いつ頃のものか分からなくなったら

ここへ戻ってチェックしてみて下さい。 

カラーで示した平安時代～大正時代のものが、今回の展示に関係す

る時代で、解説のパネルもこの色分けで時代が分かるようになってい

ます。 

 





日本や宮城県、市内の主な出来事を記した年表です。 

これから写真や図で紹介する各遺跡の発掘調査の成果についても、 

どの位前の出来事なのかを確認してみよう！ 
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